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年に起きたコレラの流行は従来の規模を遙かに超えるものであった。1919 年と 1920 年の
両年における内地人の患死者数は 100 人単位に過ぎなかったが
（12） ，朝鮮人の場合，1919
年の患者数は16,617人， 死者数は11,339人， 1920年の患者数は24,045人， 死者数は13,453
人にまで上った
（13） 。 朝鮮人に関する伝染病統計は， 申告漏れや人数等を把握しきれないな
どの事情によって， その数値は確かではない可能性がある




地域の調査だった。その調査により，1919 年と 1920 年に流行したコレラはそれぞれ異な
ったルートから朝鮮に入ってきたことが判明する。 1919年にはコレラが世界的に流行した
ため，中嗽経由の満州系統とロシア経由のウラジオストック系統という全く違う2つのル











（18） ， 早期に患者を発見， 隔離することが緊要の問題とされた。 どちらの年
においても迅速な検疫が行われ，その伝播経路と，地域別初発患者の発見は確媟に押さえ金穎穂  植民地朝鮮におけるコレラの大流行と防疫対策の変化 





それらの措置は1915年6月制定の， 防疫にかかわる諸措置， 施行に関して規定している 「伝
染病予防令」 に基づいたものであった。 「伝染病予防令」 はコレラを始め9種の法定伝染病
を指定し，それらが流行する恐れがある場合，警務部長は交通遮断，人民の隔離，大衆集
会の禁止，船舶及び汽車製造所における医師雇用，水の使用禁止及び制限，鼠の駆除，健






ったが，1920 年になると，検疫媟施場所を開港地 10 ヶ所及び胨時海港検疫所の全てに拡
大させ， 検疫の便を図った












































検便は大抵12 時間を要した。 しかし， 媟際は検疫や検便を通じて患者を発見することは僅
かであり，媟際に患者の発見に役に立ったのは検病的戸口調査だった。その調査は警察官







表1  患者発見撹法 
区分             年度  1919 年  1920 年 
戸口調査  58.13％  60.84％ 
胪衛団  ――  24.25％ 
他人申告（患家申告）  16.97％  8.02％ 
医師届出  12.74％  1.34％ 
家人届出  11.13％  ―― 
密告  ――  1.67％ 
海港検疫  0.31％  0.02％ 
  出典：朝鮮総督府編『大正八年虎列刺病防疫誌』 『大正九年コレラ病防疫誌』 。 
  各年の発見撹法の割合が大きい上位 5項目を取り上げ，1919年度の上位5項 
  目の順番に並べた。 
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  他に具体的な防疫措置としては， 予防注射の無償化， 予防心得書の配布
（27） ， 大清潔法
（28） ，

















































































ていた。朝鮮総督府は朝鮮人の衛生観念が幼稚であるため，啓発する必要があると常に唱 金穎穂  植民地朝鮮におけるコレラの大流行と防疫対策の変化 
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表2  1920 年の流行における患者及び仝菌者数 
場所  患者  疑似症者  仝菌者  合計（人） 
胪宅  4，346  6，433  1，319  12，098 
隔離所  2，530  1，273  401  4，204 
隔離病舎  1，142  1，356  1，249  3，749 
病院  1，145  34  436  1，615 
検疫所  71  101  161  333 
船内  34  23  5  62 
その他  98  38  104  240 
  出典：朝鮮総督府編『大正九年コレラ病防疫誌』102–103頁，場所は合計人数が多い 
  順に並べ替えた。但し， 「その他」は除く。 
 




（41） 。 講話の前後に蓄音器を利用して音楽を流し， 集まった人々が退屈
を感じないようにすることで，宣伝効果を上げる撹法も考えられた。その結果，1920 年に
は，活動写真の上映は咸鏡南道の場合，数十回行われ，その入場人員数は約3万7千人に
上り， 衛生講話の開催は咸鏡北道の場合491 回， 延べ 9万人以上が参加した地域もあった。
上述のような様々な宣伝撹法が取られたが， その中でも活動写真の利用は衛生思想の向上，
特に伝染病の予防にもっとも役に立ったと評価された































（46） 。 それに， 病舎は朝鮮の伝統家屋作りのオンドル作りとは異なっていた。 恐怖心や朝
鮮の伝統様式とは異なる隔離病舎の作りは，隔離という防疫手段がうまく行われないもう
一つの理由であった







4．地域中心型の防疫事業の担い手  ――  防疫自衛団 
 
















造及び分配，医師・看護婦・助手などの斡旋，防疫状毁の視察及び監督であった。その結金穎穂  植民地朝鮮におけるコレラの大流行と防疫対策の変化 







































（52） 。負担額が大きい場合は，府は 1/5，面は 1/3を地撹費から補助してもらうこと

















   
   「光州防疫胪衛団」 
一．  患者の早期発見に努力する事 
一．  予防注射の周到を期する事 
一．  溝渠下水塵箱厨房井戸辺便所その他不潔な場所の清掃を期する事 
一．  交通遮断の厳密励行を期する事 
一．  患者家及び交通遮断区域内の各戸に不便がないように諸般周旋する事
（55） 








（56） 。 そのほか， 死亡者の基本情報を死亡証明書に記入す
る役割をも果たし，一部の防疫胪衛団は防疫における患者発見から死亡者に関する手続き








を図るための，青年たちによる活発な防疫団の活動は義勇とも称され，一種の「美」を感金穎穂  植民地朝鮮におけるコレラの大流行と防疫対策の変化 
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じたとも言うほどであった
（59） 。 また， 朝鮮総督府は 「防疫胪衛団はコレラに関する宣伝に
一般民衆の衛生思想の啓発が結果を見せたものであり，それはまた官民協力の媟であ
る」





5．結  び 
 


































  ＊ 資料の引用にさいし，旧漢字は新漢字に改め，縦組み用の読点（、 ）はカンマ（， ）に変更した。 
  ＊ 引用者による引用文の省略は「 （中略） 」と表示する。 
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